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１

　

眼が
ん

下か

に
横
た
わ
る
ト
ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
う

は
、
公
園
の
池
の
よ

う
に
見
え
た
。

　

連
合
艦
隊
の
全
艦
船
が
入

に
ゅ
う

泊は
く

し
て
も
お
釣
り
が
来
る
ほ

ど
巨
大
な
環
礁
も
、
高
度
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
下
ろ

す
と
、
さ
ほ
ど
広
い
も
の
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

陸
軍
飛
行
第
一
一
戦
隊
の
中な

か

園そ
の

三さ
ぶ

郎ろ
う

准じ
ゅ
ん

尉い

は
、
僚

り
ょ
う

機き

と

共
に
旋
回
待
機
し
つ
つ
、
東
北
東
の
空
を
見
つ
め
た
。

　

羽は

虫む
し

の
群
れ
の
よ
う
な
も
の
が
接
近
し
つ
つ
あ
る
。

　

大
小
二
種
類
の
機
影
が
あ
り
、
小
さ
な
影
は
大
き
な
影
の

周
囲
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
影
は
、
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
環
礁
か
ら
飛
来
し
た
コ
ン

ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
〞、
小
さ
な
影
は

海
軍
の
新
型
艦
上
戦
闘
機
「
春

し
ゅ
ん

嵐ら
ん

」
だ
。
陸
軍
戦
闘
機
隊

よ
り
も
先
に
上
が
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
手
前
で
迎
撃
戦
闘
を
開

始
し
た
の
だ
。

　

Ｂ
24
が
環
礁
の
内
側
に
侵
入
し
た
ら
、
中
園
ら
の
出で

番ば
ん

が

来
る
。

　

海
軍
か
ら
陸
軍
に
、
ト
ラ
ッ
ク
、
マ
リ
ア
ナ
に
お
け
る
防

空
戦
闘
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
と
き
、
参
謀
本
部
は
、

「
陸
軍
の
戦
闘
機
乗
り
は
天て

ん

測そ
く

航
法
の
訓
練
を
受
け
て
い
な

い
た
め
、
洋
上
遠
く
に
進
出
し
て
の
戦
闘
は
難
し
い
。
環
礁

の
内
側
で
、
島
を
視
界
内
に
置
い
て
の
空
中
戦
な
ら
可
能
と

考
え
る
」

　

と
回
答
し
、
陸
軍
機
の
受
け
持
ち
を
決
め
た
の
だ
。

　

中
園
は
、
敵
の
様
子
を
観
察
し
た
。

　

梯て
い

団だ
ん

は
四
隊
。
一
隊
が
二
〇
機
前
後
と
見み

積つ

も
ら
れ
る
。

　

前
方
の
二
隊
は
編
隊
形
が
乱
れ
て
い
る
が
、
後
続
す
る
二

隊
は
無む

傷き
ず

の
よ
う
だ
。

「
指
揮
官
機
よ
り
全
機
へ
。
第
三
梯
団
に
攻
撃
を
集
中
す
る
。

一
番
機
が
環
礁
の
外が

い

縁え
ん

を
越
え
た
ら
、
攻
撃
開
始
だ
」

　

無
線
電
話
機
の
受
信
機
に
、
戦
隊
長
武た

け

内う
ち

司つ
か
さ

少
佐
の
指

示
が
入
っ
た
。

「
第
二
小
隊
了
解
」



11 第一章　連合艦隊の選択 

「
第
三
小
隊
了
解
」

　

各
小
隊
の
指
揮
官
が
応
答
し
、
中
園
も
、

「
第
四
小
隊
了
解
」

　

と
、
武
内
に
返
答
す
る
。

　

海
軍
の
春
嵐
隊
は
、
な
お
Ｂ
24
に
食
い
下
が
る
。
正
面
や

後
方
か
ら
突
っ
込
ん
で
は
、
両
翼
か
ら
火か

箭せ
ん

を
発
射
す
る
。

　

Ｂ
24
も
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
反
撃
の
銃
火
を
放は

な

ち
な
が
ら
、

進
撃
を
続
け
る
。
狼

お
お
か
みの
群
れ
に
襲
わ
れ
た
羆ひ

ぐ
まが
前ま

え

脚あ
し

を
振

り
回
し
て
、
撃
退
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

春
嵐
が
放
つ
二
〇
ミ
リ
弾
の
牙き

ば

が
、
Ｂ
24
の
エ
ン
ジ
ン
・

カ
ウ
リ
ン
グ
を
貫つ

ら
ぬい
て
火
を
噴ふ

か
せ
、
Ｂ
24
が
振
り
立
て
る

一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
爪つ

め

は
、
春
嵐
の
主
翼
や
胴
を
貫
通
す
る
。

　

敵
の
一
番
機
が
、
環
礁
の
外
縁
部
に
か
か
る
や
、
飛
行
第

一
一
戦
隊
は
急
降
下
に
転
じ
た
。

　

敵
編
隊
の
高
度
は
、
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
。
急

降
下
に
よ
る
一
撃
離
脱
が
最
も
効
果
的
だ
。

　

武
内
の
第
一
小
隊
が
一
斉
に
機
体
を
翻

ひ
る
が
えし
、
氷ひ

室む
ろ

平へ
い

太た

中
尉
の
第
二
小
隊
、
戸と

村む
ら

勇い
さ
む

中
尉
の
第
三
小
隊
が
続
く
。

「
こ
っ
ち
も
行
く
ぞ
！
」

　

中
園
は
一ひ

と

声こ
え

叫さ
け

び
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
右
に
倒
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
右
主
翼
の
前
方
に
見
え
て
い
た
Ｂ
24
群
が
、
真

正
面
に
移
動
す
る
。

　

川
崎
ハ
40
―
盟め

い

邦ほ
う

ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
社

が
開
発
し
た
液
冷
エ
ン
ジ
ン
Ｄ
Ｂ
６
０
１
Ｂ
を
国
産
化
し
た

発
動
機
が
金
属
的
な
咆ほ

う

哮こ
う

を
上
げ
、
飛
行
第
一
一
戦
隊
の
装

備
機
で
あ
る
三
式
戦
闘
機
「
飛ひ

燕え
ん

」
が
加
速
さ
れ
る
。
中
園

機
の
後
方
に
は
、
森も

り

久ひ
さ

則の
り

軍
曹
の
二
番
機
、
岡お

か

本も
と

栄さ
か
え

伍
長

の
三
番
機
、
大お

お

友と
も

幸ゆ
き

夫お

兵
長
の
四
番
機
が
付
き
従
う
。

　

前
方
に
一
、
二
、
三
小
隊
の
飛
燕
が
見
え
る
。

　

液
冷
エ
ン
ジ
ン
機
に
特
有
の
尖と

が

っ
た
機
種
を
持
つ
戦
闘
機

が
、
敵
の
重
爆
に
突
っ
込
ん
で
行
く
様
は
、
渾こ

ん

身し
ん

の
力
で
放

た
れ
た
矢や

が
飛
ぶ
様さ

ま

を
思
わ
せ
る
。

　

Ｂ
24
の
胴
体
上
面
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
何
条
も
の
火
箭
が

噴
き
延
び
た
。

　

武
内
戦
隊
長
が
直じ

き

率そ
つ

す
る
第
一
小
隊
が
、
火
箭
を
か
い
く

ぐ
る
よ
う
に
し
て
Ｂ
24
一
番
機
と
の
距
離
を
詰
め
る
。
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飛
燕
の
尖
っ
た
機
首
か
ら
、
ホ
５
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
の
太

い
火
箭
が
噴
き
延
び
る
。
零
戦
や
春
嵐
が
主
翼
に
装
備
す
る

も
の
と
口
径
は
同
じ
だ
が
、
機
首
に
装
備
す
る
分
、
集
弾
性

が
よ
い
。
二
〇
ミ
リ
弾
の
真
っ
赤
な
曳え

い

痕こ
ん

は
、
Ｂ
24
の
巨
大

な
胴
に
突
き
込
ま
れ
て
行
く
。

　

武
内
機
が
敵
一
番
機
の
右
側
面
を
か
す
め
る
よ
う
に
し
て
、

下
方
へ
と
離
脱
し
た
。

　

第
一
小
隊
の
二
、
三
、
四
番
機
が
、
続
け
て
突
っ
込
む
。

Ｂ
24
の
主
翼
に
、
あ
る
い
は
胴
に
、
二
〇
ミ
リ
弾
を
浴
び
せ

て
は
、
速
力
を
緩ゆ

る

め
る
こ
と
な
く
下
方
へ
と
抜
け
る
。

　

Ｂ
24
の
胴
体
上
面
や
側
面
か
ら
、
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
火

箭
が
放
た
れ
る
が
、
そ
れ
に
捉と

ら

え
ら
れ
る
飛
燕
は
な
い
。
第

一
小
隊
の
全
機
が
、
猛
速
で
敵
の
射
程
外
へ
と
抜
け
て
い
る
。

　

氷
室
中
尉
の
第
二
小
隊
、
戸
村
中
尉
の
第
三
小
隊
が
、
続

け
て
突
っ
込
む
。
二
〇
ミ
リ
弾
の
真
っ
赤
な
曳
痕
が
、
Ｂ
24

の
巨
体
に
、
と
こ
ろ
構
わ
ず
突
き
刺
さ
る
。

　

第
三
小
隊
が
戦
果
を
上
げ
た
。
Ｂ
24
が
右
の
二
番
エ
ン
ジ

ン
か
ら
黒
煙
を
噴
き
出
す
と
同
時
に
、
機
首
を
大
き
く
傾か

た
むけ

た
。
四
発
重
爆
の
巨
大
な
機
体
が
黒
煙
の
尾
を
引
き
な
が
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
の
礁

し
ょ
う

湖こ

に
向
け
て
墜
落
し
始
め
た
。

　

第
三
小
隊
も
、
報
復
を
受
け
る
。

　

最
後
尾
の
四
番
機
が
一
二
・
七
ミ
リ
弾
を
突
き
込
ま
れ
て

火
を
噴
き
、
た
っ
た
今
墜お

と
し
た
Ｂ
24
の
後
を
追
う
よ
う
に
、

礁
湖
に
落
下
し
て
ゆ
く
。

「
今
度
は
俺
た
ち
だ
な
」

　

中
園
は
、
狙ね

ら

い
を
定
め
た
Ｂ
24
を
見み

据す

え
た
。

　

Ｂ
24
の
太
く
ず
ん
ぐ
り
し
た
胴
体
と
幅
広
く
長
い
主
翼
は
、

照し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
白
い
環わ

か
ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
だ
。

　

敵
の
射
撃
も
、
激
し
さ
を
増
す
。

　

狙
い
定
め
た
一
機
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
周
囲
に
位
置
す

る
機
体
も
、
一
二
・
七
ミ
リ
弾
を
浴
び
せ
て
来
る
。

　

い
つ
命
中
し
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
中
園
機
は
被
弾
を

免ま
ぬ
がれ
て
い
る
。

　

目め

一い
っ

杯ぱ
い

距
離
を
詰
め
た
と
こ
ろ
で
、
中
園
は
発
射
ボ
タ
ン

を
押
し
た
。
目
の
前
に
真
っ
赤
な
閃せ

ん

光こ
う

が
走
り
、
二
条
の
太

い
火
箭
が
噴
き
延
び
た
。
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照
準
器
が
上
下
左
右
に
躍お

ど

り
、
Ｂ
24
が
激
し
く
ぶ
れ
る
。

二
〇
ミ
リ
機
関
砲
二
門
を
放
っ
た
反
動
だ
。

　

命
中
確
認
の
余
裕
は
な
い
。
一
連
射
を
浴
び
せ
た
直
後
、

Ｂ
24
の
胴
体
脇
を
か
す
め
、
下
方
へ
と
抜
け
る
。

　

小
隊
の
二
、
三
、
四
番
機
が
中
園
機
に
続
く
。

　

急
降
下
し
つ
つ
一
連
射
を
浴
び
せ
て
は
、
速
度
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
Ｂ
24
の
下
方
へ
と
離
脱
し
て
い
る
。

　

飛
行
第
一
一
戦
隊
が
所
属
す
る
第
六
飛
行
師
団
に
は
、

「
敵
機
は
、
と
こ
と
ん
ま
で
追
い
か
け
て
撃
墜
し
ろ
。
撃
墜

を
確
認
す
る
ま
で
、
攻
撃
の
手
を
緩
め
る
な
」

　

と
訓く

ん

示じ

す
る
参
謀
も
い
る
が
、
重
爆
相
手
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
自
分
が
墜
と
さ
れ
る
。

　

一
撃
を
浴
び
せ
た
ら
、
即
座
に
離
脱
。
敵
の
銃
火
を
浴
び

る
時
間
を
、
最
小
限
に
留と

ど

め
る
。

　

こ
れ
が
生
存
の
た
め
の
コ
ツ
だ
っ
た
。

　

中
園
は
後
方
を
振
り
返
っ
た
。

　

第
四
小
隊
が
攻
撃
し
た
Ｂ
24
は
、
エ
ン
ジ
ン
四
基
の
う
ち

二
基
か
ら
炎
と
黒
煙
を
引
き
ず
り
、
落ら

く

伍ご

し
か
か
っ
て
い
る
。

　

ま
だ
撃
墜
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
エ
ン
ジ
ン
四
基
の
う

ち
二
基
に
火
災
を
起
こ
さ
せ
た
の
だ
。
撃
墜
確
実
と
判
断
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

高
度
三
〇
〇
〇
ま
で
降
下
し
た
と
こ
ろ
で
、
機
体
を
引
き

起
こ
し
、
水
平
飛
行
に
戻
る
。

　

上
空
で
は
、
四
機
の
Ｂ
24
が
黒
煙
を
噴
き
出
し
た
り
、
高

度
を
落
と
し
た
り
し
て
い
る
。

　

飛
行
第
一
一
戦
隊
の
戦
力
は
飛
燕
三
七
機
。
こ
の
日
の
出

撃
機
数
は
三
三
機
だ
。

　

飛
燕
が
装
備
す
る
ハ
40
は
、
一
式
戦
闘
機
「
隼

は
や
ぶ
さ」
や
二

式
戦
闘
機
「
鍾

し
ょ
う

馗き

」
が
装
備
す
る
空
冷
エ
ン
ジ
ン
に
比
べ

て
構
造
が
複
雑
で
あ
り
、
整
備
が
難
し
い
が
、
陸
軍
航
空
本

部
は
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
の
技
術
者
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
川
崎

航
空
機
に
お
け
る
エ
ン
ジ
ン
の
生
産
管
理
、
及
び
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

各か
か

務み
が

原は
ら

に
あ
る
陸
軍
航
空
整
備
学
校
に
お
け
る
整
備
兵
の
養
成

に
協
力
を
求
め
た
。

　

ド
イ
ツ
人
技
術
者
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
整
備
兵
が
、

飛
行
第
一
一
戦
隊
の
高
い
稼か

働ど
う

率
を
確
保
し
て
い
る
の
だ
。
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第
三
梯
団
の
残
存
機
は
、
な
お
進
撃
を
続
け
て
い
る
。
先

頭
の
機
体
は
、
春は

る

島し
ま

の
上
空
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
第
四
梯
団
を
や
る
。
つ
い
て
来
い
！
」

　

中
園
は
、
三
人
の
部
下
に
呼
び
か
け
た
。

　

春
島
の
上
空
に
は
、
飛
行
第
八
一
戦
隊
の
鍾
馗
が
待
ち
構

え
て
い
る
。
第
三
梯
団
は
鍾
馗
隊
に
任
せ
、
自
分
た
ち
は
無

傷
の
敵
を
相
手
取
る
の
だ
。

　

中
園
は
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
い
た
。

　

ハ
40
が
咆
哮
を
上
げ
、
飛
燕
が
加
速
さ
れ
た
。

　

第
四
梯
団
は
、
既
に
礁
湖
の
上
空
に
侵
入
を
始
め
て
い
る
。

　

反
航
戦
の
形
に
な
る
た
め
、
彼ひ

我が

の
距
離
が
み
る
み
る
縮

ま
る
。
今
度
は
、
前
下
方
か
ら
突
き
上
げ
る
形
だ
。

　

丸
み
を
帯
び
た
Ｂ
24
の
機
首
に
、
発
射
炎
が
閃
い
た
。
先

頭
の
機
体
だ
け
で
は
な
い
。
周
囲
に
展
開
す
る
Ｂ
24
が
、

次
々
に
射
撃
を
開
始
し
た
。

　

中
園
は
機
体
を
不
規
則
に
、
左
右
に
振
る
。

　

飛
燕
を
包
み
込
む
よ
う
に
迫
る
火
箭
が
、
翼
端
や
コ
ク
ピ

ッ
ト
の
真
上
を
か
す
め
、
後
方
に
抜
け
る
。

　

機
種
転
換
前
に
乗
っ
て
い
た
「
隼
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

運
動
性
能
は
高
い
。
手
足
の
延
長
の
よ
う
に
振
り
回
せ
る
。

　

中
園
は
、
Ｂ
24
の
前
下
方
か
ら
突
進
し
た
。
胴
体
の
真
下

を
目
が
け
て
、
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
を
発
射
し
た
。

　

再
び
目
の
前
に
発
射
炎
が
閃
き
、
反
動
を
受
け
た
照
準
器

が
上
下
左
右
に
振
動
す
る
。

　

火
箭
は
狙
い
過あ

や
また
ず
、
Ｂ
24
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　

中
園
は
操
縦
桿
を
左
に
倒
し
た
。
Ｂ
24
の
巨
体
や
縦

じ
ゅ
う

横お
う

に
飛
び
交
う
火
箭
が
時
計
回
り
に
回
転
し
、
飛
燕
が
横
転
し

た
。

　

機
体
は
左
の
翼
端
を
先
に
し
て
降
下
す
る
。
敵
弾
が
追
い

か
け
て
来
る
が
、
す
ぐ
に
射
程
外
に
脱
す
る
。

　

中
園
機
を
追
っ
て
、
二
、
三
、
四
番
機
が
降
下
し
て
来
る
。

　

小
隊
長
に
倣な

ら

い
、
Ｂ
24
の
前
下
方
か
ら
一
連
射
を
浴
び
せ

て
離
脱
し
た
の
だ
。

　

中
園
は
機
体
を
水
平
に
戻
し
、
頭
上
を
見
上
げ
た
。

　

Ｂ
24
の
う
ち
、
四
機
が
煙
を
引
き
ず
っ
て
い
る
が
、
速
度

の
低
下
は
な
い
。
飛
燕
隊
の
攻
撃
は
、
敵
機
を
損
傷
さ
せ
た



日本陸軍 三式戦闘機「飛燕」

　現在のところ、日本陸海軍が運用する戦闘機のうち、唯一の液冷エン
ジン搭載機。液冷エンジンは空冷と比較して前面投影面積が小さくなる
ことから、空気抵抗の減少効果が見込め、速力の向上が期待出来る。反面、
構造が複雑で生産が難しい欠点がある。陸軍航空本部は、ドイツから技
術者を招聘し、生産技術の指導とともに整備士の育成を進めることで、
実用エンジンとして問題ない品質と稼働率を確保した。
　高速力と重武装に加え、優れた運動性能で格闘戦にも強い本機は、戦
闘機相手にも爆撃機相手にも無類の強さを発揮している。

全長 8.9m
翼幅 12.0m
全備重量 3,470kg
発動機 川崎 ハ40型 1,175馬力
最大速度 560km/時
兵装 20mm機銃×2丁（機首固定）
 12.7mm機銃×2丁（翼内）
乗員数 1名
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も
の
の
、
撃
墜
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

敵
の
第
四
梯
団
は
、
編
隊
形
を
崩
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
春

島
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
。

　

先
行
す
る
Ｂ
24
が
投
弾
を
開
始
し
た
の
か
、
春
島
か
ら
空

に
向
か
っ
て
、
黒
煙
が
立
ち
上
る
様
が
見
え
た
。

２

「
本
島
の
北
に
回
れ
。
泊
地
の
真
上
を
突
っ
切
る
」

　

艦
上
偵
察
機
「
彩さ

い

雲う
ん

」
の
操
縦
員
を
務
め
る
千ち

草く
さ

恵け
い

介す
け

飛

行
兵
曹
長
の
耳
に
、
機
長
と
偵
察
員
を
兼
ね
る
小こ

杉す
ぎ

忠ち
ゅ
う

太た

大
尉
の
命
令
が
届
い
た
。

　

彩
雲
の
前
に
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

三
年
半
前
―
昭
和
一
五
年
一
〇
月
一
日
以
来
、
米
太
平

洋
艦
隊
の
前
進
基
地
と
な
っ
て
い
る
地
だ
。

　

米
軍
の
泊
地
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
北
側
に
あ
る
。

　

そ
の
真
上
を
突
っ
切
り
、
彩
雲
の
胴
体
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
一
〇
〇
式
航
空
写
真
機
に
よ
っ
て
、
真
上
か
ら
の
偵
察
写

真
を
撮
る
の
だ
。

「
北
回
り
。
宜よ

う
そ
ろ候
！
」

　

千
草
は
復ふ

く

唱し
ょ
う
を
返
し
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開

い
た
。

　

周
囲
を
見み

渡わ
た

す
が
、
敵
機
が
出
現
す
る
様
子
は
な
い
。
ク

ェ
ゼ
リ
ン
の
空
も
、
海
も
、
静
か
な
ま
ま
だ
。

「
粟あ

わ

田た

、
後
方
は
ど
う
だ
？
」

「
敵
ら
し
き
機
影
な
し
！
」

　

千
草
の
問
い
に
、
電
信
員
席
の
粟
田
正ま

さ

巳み

一
等
飛
行
兵
曹

が
答
え
た
。

「
ち
ょ
い
左
」

「
ち
ょ
い
左
。
宜
候
」

　

小
杉
の
指
示
に
復
唱
を
返
し
、
千
草
は
操
縦
桿
を
僅わ

ず

か
に

左
に
倒
す
。

「
も
う
ち
ょ
い
左
」

「
も
う
ち
ょ
い
左
。
宜
候
」

「
そ
の
ま
ま
直
進
！
」

「
こ
の
ま
ま
直
進
し
ま
す
！
」
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更
に
二
度
の
命
令
と
復
唱
を
重
ね
、
千
草
は
操
縦
桿
を
中

央
に
戻
す
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
が
、
右
前
方
か
ら
右
正せ

い

横お
う

へ
と
移
動
す

る
。
敵
機
の
出
現
も
、
対
空
砲
火
も
な
い
。
島
は
、
静せ

い

寂じ
ゃ
く

を
保
っ
て
い
る
。

「
敵
艦
発
砲
！ 
離
脱
し
ろ
！
」

　

不ふ

意い

に
、
小
杉
が
叫
ん
だ
。

　

千
草
は
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
フ
ル
に
開
い
た
。

中
島
「
誉ほ

ま
れ」
二
一
型
が
猛た

け

々だ
け

し
い
咆
哮
を
上
げ
、
彩
雲
が
加

速
さ
れ
た
。

　

若
じ
ゃ
っ

干か
ん

の
間
を
置
い
て
、
風
防
ガ
ラ
ス
に
黒
い
爆
煙
が
映

り
、
後
方
か
ら
炸さ

く

裂れ
つ

音
が
轟と

ど
ろく
。

　

彩
雲
の
前
方
や
左
右
で
も
、
敵
弾
が
爆
発
し
始
め
る
。
機

体
の
周
囲
に
黒
い
爆
煙
が
湧わ

き
出
し
、
横よ

こ

殴な
ぐ

り
の
爆
風
が
押

し
寄
せ
る
。

　

一
発
が
尾
部
の
真
下
で
爆
発
し
た
の
か
、
蹴け

り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
な
衝
撃
と
共
に
、
機
体
が
前
に
の
め
る
。

　

千
草
が
機
体
を
水
平
に
立
て
直
し
た
と
き
、
粟
田
が
緊
張

し
た
声
で
叫
ん
だ
。

「
グ
ラ
マ
ン
二
機
、
右
後
方
！
」

「
左
旋
回
！
」

「
左
旋
回
。
宜
候
！
」

　

小
杉
の
指
示
を
受
け
、
千
草
は
操
縦
桿
を
左
に
倒
す
。

　

彩
雲
の
機
体
が
左
に
傾
き
、
大
回
り
の
旋
回
に
入
る
。

　

ひ
た
す
ら
ま
っ
す
ぐ
、
速
く
飛
ぶ
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

作
ら
れ
た
機
体
だ
。
零
戦
や
春
嵐
の
よ
う
な
、
急
激
な
機
動

は
で
き
な
い
。

　

大
き
な
円
を
描え

が

い
て
機
首
を
西
方
に
向
け
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン

上
空
か
ら
離
脱
す
る
の
だ
。

「
グ
ラ
マ
ン
、
回
り
込
み
ま
す
！
」

　

粟
田
が
叫
ん
だ
。

　

旋
回
格
闘
戦
の
要よ

う

領り
ょ
う
だ
。
九
六
艦
戦
や
零
戦
が
、
優
れ

た
旋
回
性
能
を
活
か
し
て
敵
機
の
内
側
に
回
り
込
み
、
必
殺

の
射
弾
を
浴
び
せ
た
よ
う
に
、
敵
機

―
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６

Ｆ
〝
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
〞
も
、
彩
雲
の
内
側
に
回
り
込
み
、
距

離
を
詰
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
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（
南な

無む

三さ
ん

！
）

　

腹
の
底
で
叫
び
な
が
ら
、
千
草
は
な
お
も
旋
回
を
続
け
た
。

　

ち
ら
と
、
左
に
視
線
を
向
け
る
。

　

Ｆ
６
Ｆ
は
、
彩
雲
の
左
後
方
か
ら
食
い
下
が
り
つ
つ
あ
る
。

機
体
を
大
き
く
倒
し
て
の
急
旋
回
だ
。
両
翼
に
描
か
れ
た
星

の
マ
ー
ク
が
は
っ
き
り
見
え
る
。

　

三
一
〇
度
、
三
〇
〇
度
と
、
羅ら

針し
ん

儀ぎ

の
数
値
が
じ
り
じ
り

下
が
り
、
機
首
が
真
西
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

Ｆ
６
Ｆ
が
、
な
お
も
接
近
す
る
。
今
に
も
、
両
翼
の
一
二・

七
ミ
リ
機
銃
が
火
を
噴
き
そ
う
だ
。

　

針
路
が
二
七
〇
度
を
向
い
た
と
こ
ろ
で
、
千
草
は
操
縦
桿

を
中
央
に
戻
し
た
。
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
Ｆ
６
Ｆ
一
番
機
の

両
翼
に
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

左
後
方
か
ら
殺
到
し
て
来
る
無
数
の
曳
痕
は
、
奔ほ

ん

流り
ゅ
う
さ

な
が
ら
だ
。
呑の

み
込
ま
れ
た
が
最さ

い

期ご

、
彩
雲
の
機
体
は
、
ひ

と
た
ま
り
も
な
く
消
え
去
る
。

「
敵
弾
、
後
方
を
通
過
！
」

　

電
信
員
席
か
ら
、
粟
田
が
歓
声
混
じ
り
の
報
告
を
送
る
。

　

そ
の
と
き
に
は
、
彩
雲
は
全
速
で
離
脱
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

Ｆ
６
Ｆ
が
追
っ
て
来
る
が
、
機
影
は
み
る
み
る
小
さ
く
、

遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。

　

際き
わ

ど
い
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
が
、
彩
雲
は
Ｆ
６
Ｆ
を
振
り

切
っ
た
の
だ
。

「
粟
田
、
司
令
部
に
打
電
。『〈
ク
ェ
ゼ
リ
ン
〉
ノ
在
泊
艦
船

ハ
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

二
〇
、
駆く

逐ち
く

艦か
ん

一
八
、
小
型
艦
艇
多
数
。
〇マ

ル

五ゴ

五ゴ

二フ
タ

（
現
地
時
間
八
時
五
二
分
）』」

「『〈
ク
ェ
ゼ
リ
ン
〉
ノ
在
泊
艦
船
ハ
輸
送
船
二
〇
、
駆
逐
艦

一
八
、
小
型
艦
艇
多
数
。
〇マ

ル

五ゴ

五ゴ

二フ
タ

』。
司
令
部
に
打
電
し

ま
す
」

　

小
杉
の
命
令
に
、
粟
田
が
復
唱
を
返
し
た
。

「
針
路
二
五
五
度
。
ポ
ナ
ペ
に
向
か
え
」

　

小
杉
は
千
草
に
命
じ
た
。

　

エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
環
礁
に
米
軍
の
航
空
部
隊
が
進
出
し
て
以

来
、
ト
ラ
ッ
ク
と
ク
ェ
ゼ
リ
ン
の
間
に
は
、
双
発
双そ

う

胴ど
う

の
重

戦
闘
機
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞
が
出
没
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
の
第
一
一
航
空
艦
隊
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
東
方
に
位
置
す
る
ポ
ナ
ペ
島
を
、
彩
雲
の
中
継
点
に
選
ん

だ
の
だ
。

　

ポ
ナ
ペ
島
は
ま
だ
日
本
軍
が
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、
い

つ
米
軍
が
襲
い
か
か
っ
て
来
る
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
使
え
る
間
は
使
う
方
針
だ
っ
た
。

　

千
草
は
、
針
路
を
二
五
五
度
に
取
っ
た
。

　

今
一
度
後
方
を
振
り
返
っ
た
が
、
Ｆ
６
Ｆ
の
機
影
は
ど
こ

に
も
見
え
な
か
っ
た
。３

「
新
た
な
攻
勢
の
兆

ち
ょ
う

候こ
う

は
な
し
、
か
」

　

連
合
艦
隊
司
令
長
官
近こ

ん

藤ど
う

信の
ぶ

竹た
け

大
将
は
、
司
令
部
に
参
集

し
た
幕ば

く

僚り
ょ
うた
ち
の
前
で
ぼ
そ
り
と
言
っ
た
。

　

机き

上じ
ょ
う

に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
第
一
一
航
空
艦
隊
か
ら
届
け

ら
れ
た
偵
察
写
真
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

去
る
四
月
一
〇
日
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
に
飛
ん
だ
艦
上
偵
察
機

「
彩
雲
」
が
撮
影
し
た
も
の
だ
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
北
側
の
泊
地
に
は
、
輸
送
船
と
駆
逐
艦
、

泊
地
警
備
用
の
小
型
艦
艇
の
み
が
停
泊
し
て
い
る
。

　

昨
年
一
二
月
、
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
で
干か

ん

戈か

を
交
え
た
米
大

艦
隊
の
姿
は
な
い
。

　

同
海
戦
終
了
後
、
四
ヶ
月
が
経
過
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

戦
力
を
回
復
さ
せ
、
前
線
に
姿
を
見
せ
て
も
い
い
頃
だ
。

　

連
合
艦
隊
司
令
部
で
は
、
米
軍
の
新
た
な
攻
勢
は
三
月
に

始
ま
る
と
の
前
提
で
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　

だ
が
米
軍
は
、
Ｂ
24
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
長
距
離
爆
撃

や
、
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

に
よ
る
補
給
線
へ
の
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
る
も

の
の
、
大
規
模
な
攻
勢
を
か
け
て
来
る
様
子
が
な
い
。

「
以
前
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
米
国
は
慎
重
に
事こ

と

を
進

め
る
国
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
で
失
っ
た
兵
力
の
補
充
と

新
戦
力
の
拡
充
を
念ね

ん

入い

り
に
進
め
、
我
が
軍
を
圧
倒
し
得
る

と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
攻
勢
に
出
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

航
空
甲
参
謀
日ひ

高だ
か

俊と
し

雄お

中
佐
が
、
近
藤
の
疑
問
に
答
え
た
。

「
甲
参
謀
の
言
う
通
り
で
す
。
地じ

固が
た

め
を
し
つ
つ
、
一
歩
一
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歩
確
実
に
前
進
し
て
来
る
と
い
う
の
が
、
か
の
国
の
性
格
で

す
。
参
謀
長
と
し
ま
し
て
は
、
米
国
の
性
格
に
対
す
る
考
察

が
、
不
足
し
て
い
た
と
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」

　

参
謀
長
の
山や

ま

口ぐ
ち

多た

聞も
ん

中
将
が
、
近
藤
に
頭
を
下
げ
た
。

　

山
口
は
ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
終
了
後
、「
米
軍
の
来ら

い

寇こ
う

時
期

は
来
年
三
月
頃
」
と
主
張
し
て
い
た
の
だ
。

　

四
月
に
な
っ
て
も
、
米
軍
来
襲
の
兆
候
が
な
い
以
上
、

誤あ
や
まり
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
た
だ
、
ひ
と
た
び
動
き
出
せ
ば
、
米
軍
の
動
き
は
迅じ

ん

速そ
く

で

す
。
そ
の
こ
と
は
、
心
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

「
問
題
は
来
寇
時
期
だ
。
敵
の
来
寇
が
確
実
と
な
っ
た
時
点

で
、
我
が
一
機
艦
は
前
線
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

　

第
一
機
動
艦
隊
司
令
長
官
塚つ

か

原は
ら

二に

四し

三ぞ
う

中
将
が
発
言
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
沖
海
戦
終
了
後
、
空く

う

母ぼ

「
赤あ

か

城ぎ

」「
加か

賀が

」、
戦せ

ん

艦か
ん

「
長な

が

門と

」
喪そ

う

失し
つ

の
責
任
を
取
り
、
辞
任
を
申
し
出
た
が
、

近
藤
や
軍
令
部
総
長
嶋し

ま

田だ

繁し
げ

太た

郎ろ
う

大
将
ら
の
慰い

留り
ゅ
う
を
受
け
、

現
職
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
現
状
で
は
、
米
軍
の
来
寇
時
期
の
特
定
は
難
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
米
軍
が
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
の
基
地
化
を
進

め
、
航
空
部
隊
を
進
出
さ
せ
た
こ
と
で
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
に
対

す
る
航
空
偵
察
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

首
席
参
謀
の
高た

か

田だ

利と
し

種た
ね

大
佐
が
、
机
上
に
広
げ
ら
れ
て
い

る
南
方
要
域
図
に
指
示
棒
を
伸
ば
し
、
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
環
礁

を
軽
く
叩
い
た
。

　

エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
の
米
軍
飛
行
場
が
整
備
さ
れ
、
四
発
重
爆

と
共
に
戦
闘
機
が
進
出
す
る
と
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
へ
の
航
空
偵

察
は
、
格か

く

段だ
ん

に
困
難
さ
が
増
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
か
ら
ク
ェ
ゼ
リ
ン
ま
で
は
八
〇
〇
浬カ

イ
リ

以
上
の

距
離
が
あ
り
、
足
の
長
さ
を
誇ほ

こ

る
彩
雲
で
も
、
往
復
す
る
だ

け
で
ぎ
り
ぎ
り
だ
。
敵
戦
闘
機
の
行
動
圏
を
迂う

回か
い

す
る
余
裕

は
な
い
。

　

一
式
陸
上
攻
撃
機
や
二
式
大
型
飛
行
艇
な
ら
、
ク
ェ
ゼ
リ

ン
ま
で
の
迂
回
経
路
を
取
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
速
力
が
遅
く
、

ク
ェ
ゼ
リ
ン
上
空
へ
の
進
入
は
不
可
能
と
言
っ
て
い
い
。

　

現
在
は
、
ポ
ナ
ペ
を
中
継
点
に
使
用
し
て
彩
雲
を
飛
ば
し

て
い
る
が
、
同
地
の
上
空
に
も
米
軍
機
が
姿
を
見
せ
て
お
り
、



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




